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マクトナルド天女蔓の大望遽鏡

　目下米國テキサス州Fort　Davisに近v・M・unt　Lockeに遣設中のMcl）onald天交

壷は，ヤ1キ1ス天文毫のストルゴ毫長やゾンビ1スブルック博士の設計になる大望

蓮鏡をFecker會杜で作らせてみるが，口径は200cm（80吋），重さ5000斤の大反射鏡

を用ゐ，三下距離は790cm（26吠），曇れに用ゐられる大ノ1・の電線だけでも4哩に達す

るといふ．費用は故w．J・McD｛♪m1（1氏がテキサス州立大學のために遺した900，000

ドルによるもので，望蓮鏡には325，000ドルが投ぜられるといふ．

ジ　1　ン　ス　博　士

　昨19・　33年は米國で理學促進會Americm　Assoeiation　fol’the．Ndvancetnent　of　9・　ciet．ce

の會長にプリンストン大學天丈蘂長H・N・Russ　ell氏が推されたが，今1934年は，英

國の】｛ritish　Ass・ciati（・nにsir　James　Jeans博士が曾長に推された．同博士は來九児

スコトランドのAberdcen市で開かれる一丁の大會に曾長演説をする筈である・ジ1

ンス氏は，さきにtリブ1・ロジ博士が現代六大哲人としてA・S・Eddingt・n博士等

と共に畢げたうちの一人で，最近にも‘‘New　Backgr・un（1　ef　l　cicncc”や’‘　’1コhc　Univ

ers・e　aronnd　us”（此れは近頃，賀川氏等によって日本語に課された）等の名著を出し

た．

鏑　木　M　博　士

　東京天文垂の鏑木政岐氏は去る十二月7日の敏授會で理學博士の學位を受けられた．

主論文はL蓮動星團近距離及び高蓮度星の幽幽より見たる局部恒暴系の運動について■

といふのである・氏は四高を縄て大正15年東大天交學科を卒業され東大助手兼東京天

文毫技手に任ぜられて今日に及んだ少〆粕鏡の士である・

　　　　　　　　　　　　　冠座R星の極小

　去る四月14Bに，久しく一定してゐt：冠座1爆の光度が十年ぷ1｝で半等級ばかゲト

降したとい．：、1・．atise氏の報；量rがB・Z・Nに載ってゐt：ので，本會観測部の人々い観
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測帳を調査した所，四月9，16，ユ7，18日，五月5，7日等の各口に襯測が皆此の星が6

等級ぐらゐであって，殆んど三光の；事實が認められなかった〔花山ブレテン282號〕・然

　　　■t　　Jt　　tρ　　Zo　　l　　　rL　　Xt　　　　　．LL　　ZJ　　！　　tt　　ユ！
　　　　（一9）　切口）　μ露1姻♪　　勉＠β）　　財翫町田）

るに其の後，B．Z・18號にJLause氏（上圖の×印）とSchneller氏（上圖の0印）との槻

測が報告されてるるので，之を圖に書いて見ると上繭の通りとなb，このR星はや．はり

四刀下旬に一等級ばかb下降した事が明らかとなった　熟練家の鋭眼には驚く外はな

い．

　　　　　　　　　　　　三者座RT星のスペクトル研究

　此の星は有名なセブアイ式の明るい三星で，1905年にAstl，UYy氏〔∫BAA　15，244〕が

攣光を登見し，XX　illiams氏〔同前15，245〕が確かめた・観線速度の攣動は19り8年に

DUncan氏が認め，叉，スペクトルは，ノ・iゾ1ド天文塁でF1からF5まで攣動を

見，ヰルソン山ではFO－F8と見た・雫均スペクトルはcF7型，叉雫均寓眞光度は

6．27．出差は0．”006（Van　M　aanen氏）であるから，目論縣琶封光度は一〇・8（叉，週期光

度關係からは＿1．7）となる・

　近頃，R・M・Petrie氏がリク天文垂の1908－1928年間の49赦の二一と，1916一］931

年間のミシガン大學天文毫での槻測寓眞とから研究した所によると，

　（1）競線速度の週期は長い間一定で，3・7282日である・

　（2）異る大氣層により車線速度は異り，高き層ほど憂事は大きく，位置はおくれる

傾向である．

　（3）分析研究により豫報や解読が可能となった・大氣の運動は収縮や膨脹によるも

のと解せられる・

　（4）スペクトル線の大氣的分布が明らかとなり，ひいて一般の恒星問題に賑用の可

能性示さる・

　　　　　　　　　　　　　制限三髄問題の一研究

　第三天膿の質量をゼロと假写する所謂L制限三二問題「の秤動黒占附近に於ける極小週

期軌道の研究はGyldenが1884年にSur　un　cas　particulicr　du　probleme（les　trois　corps
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〔B・A・1，361－9〕と題する論文を獲見して以來，．多くの人々の研究があるが，；其の

大軸索は該問琶の微分式に相常する二均田方程式を根擦とするものである・然るに

E・shδlngrεn氏がコペンノ・1ゲンのPublikationerに言命じた如く此の二均差方程式は

藪量積分の基礎としては適當なものであるけれど，理論研究のためには週期軌道の特

徴が失はれることが屡々である・デンマルク國vib⊂｝rgのP・Pedcrsef｝氏は正三角解

．法の面戸黒占L・1及びLsに秤動黙を有する週朗軌道の週期は，解式の第二次項を考慮に

入れた場合には，（有限質量の爾天膿が夫々P。及び「1－y・。といふ臨界質量に近い時に

限り）爾質量：のみならす，軌道の大きさにも影響されることを立誰し，爾ほ，爾質：量

の臨界値も亦軌道の大きさと共に増加することを明らかにし，叉，臨界質量y。より僅

かに大きい値に樹じて或る種の極限的な週期軌道群があることを澄明した．〔M・N．94，

167（1934一））

小遊星の命名規定

　ベルリン計算局RI第980號に登表された所によれば，今般定められた新小遊星命

名規定は次の逓りである．

　1）小遊星が登見出現期（Entdeckungserscheinung）にのみ観測された揚合・少くと

も6週間にわたb5回以上（適當な時日間にわたって）の観測から赤纏赤緯共に数秒角の

程度まで軌道要素が知られた時には番謡を附せられ，正式登録される・

　2）　小遊星が一回以上の出現期に襯測された場合上記の1）の言言が無くても，

　（a）第二出現期に心見されれば，番號が與へられる・若し既知の軌道要素が第二回

出現期の観測結果に一致しなければ，成るべく撮動を考慮に入れて，軌道改正を施す

を要す・軍に経験的修正は不可である・

　（b）他の未登録の小遊星との同定（ldetifizierung）が決定した場合，番號が與へられ

る・襯測上から位置が軌道要素によく一致しなければ，言動を算入して軌道改算を要

す・云々・

　3）小遊星の登見者・全く陣立に，最初の時期に見つけた人が登見者であって，決

して最初に通知した人の意ではない・二星が同定された場合には，（2b）の場合の如く，

正しく登錐されるに至った事状によって定められる・

因みに，第1274號（1932M・C・）小遊星は獲見者の名により‘’DelPorlia”と命名され

た．　〔RI　985〕

　　　　　　　　　　　光電管による大熊座W星の研究

　有名な特種型の憂星WUrsae　Maj・risの光度の精密観測は，米國ワシバン天交嚢で

1932年四月にA・E・XVhitford氏がやったが，當時，星の光度不充分のため極大を一

つ見損じたので，同年十一，月同所のC．MI｛tiffer氏が練行した・望遠鏡は同所の38cm

（15吋）屈折機にFP－54型の眞空管を使用し，比較星はH・D・83963（8・9等級）である・
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極小期は下の式で表はれる・

　　　tl＝J．D・2421856．9401十〇．d　333637665＞くE－o．（1450×10－io×E2

帥ち，週期は減少する．若し之れが第ミ天朧の擶動によるならば，此の擶動週期は30

年以上となり，光度式の振幅は0・dOl以上，5又，食攣星は重心からユ軍位以上の距離と

なる・今同致見した事實は，尚ほ，二つの極小に光度の差があることと，各極小間の

時間が同じでなくて，第二極小（淺い方）が第一極小（深い方）の中間よりも0．d　ooO5だ

け酬いこととである・軌道計算の結果は

軌道要素（C・M，Huffer） 分光的要素（Adams＆∫・ア）

週　　　　期
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首星の絶封眼視等級十5．S

俘星　　ク　　ク

推算親　差
三角鯨差（襯測f直）

十6．o，

0，iiO29

0／！O19＝tO．！ノ007

　蝕は可なり輕微であるけれど，とにかく，得た攻獲は下の通りl

I）j．，．　369　（193〈｛））

　（1）三十年間の観測により，週期は目下滅少しつtsあること

　（2）二つの極小光度が不同である．

　（3）爾星は同じ大きさでは無い・

　（4）一下の邊縁が電光である言登擦あり・

　（5）斗星の密度が大きい，

（Ap　J．　7g，　iy．


